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会か
い

　ほ
う報カ障

し ょ う れ ん

連﹁わ﹂

　皆
みな

さま、主
しゅ

キリストの復
ふっかつ

活おめでとうござ

います。今
ことし

年は復
ふっかつさい

活祭が遅
おそ

く始
はじ

まりましたが、

いかがお過
す

ごしでしょうか。神
かみ

の恵
めぐ

みのうち

に、歩
あゆ

んでおられることと思
おも

います。

　昨
さくねん

年は、全
ぜんこくたいかい

国大会が横
よこはま

浜で行
おこな

われ、とても

印
いんしょうぶか

象深い１年
ねん

になりました。横
よこはまきょうく

浜教区の皆
みな

さ

んの運
うんえい

営はとてもよかったです。横
よこはまきょうく

浜教区は、

毎
まいとし

年「障
しょうがいしゃ

害者と共
とも

に歩
あゆ

む集
つど

い」を開
かいさい

催してい

て、そのような積
つ

み重
かさ

ねの成
せいか

果でもあると思
おも

いました。

　たくさんの人
ひと

が集
あつ

まり、障
しょうがい

害者
しゃ

にとっても、

健
けんじょうしゃ

常者にとっても、有
ゆ う い ぎ

意義でした。私
わたしじしん

自身、

多
おお

くのメンバーの顔
かお

を見
み

ているだけで、幸
しあわ

せ

な気
き も

持ちになりました。一
ひとり

人ひとりとゆっく

り話
はな

す時
じか ん

間はなかったですが、共
とも

に集
あつ

まり、

分
わ

かち合
あ

い、祈
いの

りをささげることは大
おお

きな励
はげ

ましになりました。３年
ねん

に１回
かい

、全
ぜんこく

国の仲
なかま

間

が集
あつ

まり、交
こうりゅう

流を深
ふか

め、情
じょうほう

報を交
こうかん

換し、励
はげ

ま

し合
あ

うことはとても大
たいせつ

切なことですね。この

ような集
あつ

まりは、これからも大
だいじ

事にしていき

たいです。私
わたしじしん

自身、手
しゅわ

話をしっかり勉
べんきょう

強しよ

うという決
けつい

意をしました。

　カ障
しょうれん

連の役
やくいんかい

員会、江
えどかいちょう

戸会長の２期
き め

目が始
はじ

まりました。大
たいはん

半の役
やくいん

員は継
けいぞく

続しているよ

福
ふくいん

音の心
こころ

でともに歩
あゆ

んでいけるように

協
きょうりょくしさい

力司祭　英
はなふさ

　隆
りゅういちろう

一朗　

巻
かん

　頭
とう

　言
げん

2019年
ねん

５月
がつ
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うですね。それに伴
ともな

い、第
だい

13期
き

の活
かつどうけいかく

動計画

も発
はっぴょう

表されました。１つは、「全
ぜんこく

国の障
しょうがい

害の

ある仲
なか ま

間を知
し

る」ということ、もう１つは、

「障
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

害者差別解消法の手
て び

引き等
とう

の作
さくせい

成」とな

っています。

　「仲
な か ま

間を知
し

る」というのは、もちろん

統
とうけいじょう

計上の数
かず

が分
わ

かることだけを意
い み

味している

わけではないでしょう。むしろ、障
しょうがい

害をもっ

た仲
なかま

間と知
し

り合
あ

いになっていくことだと思
おも

い

ます。つまり、仲
なかま

間づくりと、相
そうご

互の励
はげ

まし

合
あ

い・助
たす

け合
あ

いを目
め ざ

指しています。そういう

意
い み

味で、カ障
しょうれん

連が、「連
れんらくきょうぎかい

絡協議会」だという

ことを再
さいにんしき

認識したいです。障
しょうがいしゃどうし

害者同士が知
し

り

合
あ

い、「連
れんらく

絡」を取
と

り合
あ

いながら、よりよい

ものを目
め ざ

指して「協
きょうぎ

議」していく役
やく め

目です。

連
れんらく

絡と協
きょうぎ

議をしていくために、今
いま

まで知
し

らな

かった仲
なかま

間を見
み

いだし、知
し

り合
あ

いになってい

く努
どりょく

力を続
つづ

けていきましょう。

　心
しんぱい

配なことは、教
きょうかいぜんたい

会全体が高
こうれいか

齢化していま

すが、私
わたし

たちカ障
しょうれん

連のメンバーを見
み

ていても、

高
こうれいか

齢化が進
すす

んでいることです。旧
きゅうらい

来の仲
なか ま

間と

生
しょうがい

涯にわたり協
きょうりょく

力していくことも大
たいせつ

切です

が、それとともに、新
あたら

しいメンバーを増
ふ

やし

ていくことも大
たいせつ

切なことです。新
あら

たな仲
なかま

間を

増
ふ

やしていくことは、大
おお

きな課
かだい

題の１つでし

ょう。

　差
さべつかいしょうほう

別解消法の手
て び

引きですが、普
ふつう

通の人
ひと

にも

分
わ

かりやすいものがあるとよいなと思
おも

いま

す。普
ふつう

通の人
ひと

にはこういう法
ほうりつ

律があることす

ら知
し

られていません。もしかしたら、障
しょうがい

害

者
しゃじしん

自身にも自
じか く

覚がないこともあるでしょう。

法
ほうりつ

律のポイントは、障
しょうがい

害者
しゃ

ということで差
さべつ

別

しないこと、また、障
しょうがい

害者
しゃ

がともに暮
く

らし、

活
かつどう

動できるような合
ごうりてきはいりょ

理的配慮をするというこ

とです。

　カトリックとしては、合
ごうりてきはいりょ

理的配慮というよ

りも、福
ふくいんてきはいりょ

音的配慮と呼
よ

んだらよいかなと思
おも

い

ます。障
しょうがい

害の差
さべ つ

別のない状
じょうたい

態を合
ごうりてき

理的に考
かんが

え

るだけでなく、イエスさまだったらどのよう

にされただろうかということを黙
もくそう

想しなが

ら、福
ふくいん

音の精
せいしん

神に則
のっと

った配
はいりょ

慮を皆
みな

で探
さが

してい

きたいです。

　２つとも大
おお

きな課
かだい

題ですが、皆
みな

が何
なん

らかの

形
かたち

で意
いし き

識し、取
と

り組
く

むことによって、これか

らの３年
ねんかん

間が希
きぼう

望に満
み

ちたものとなるように

助
たす

け合
あ

っていきましょう。

　さらに、2019年
ねん

11月
がつ

には、教
きょうこう

皇フランシ

スコが来
らいにち

日されます。このカ障
しょうれん

連は、教
きょうこう

皇ヨ

ハネ・パウロⅡ世
せい

の来
らいにち

日がきっかけで誕
たんじょう

生し

ました。今
こんかい

回、フランシスコの来
らいにち

日によって、

カ障
しょうれん

連がさらに飛
ひやく

躍できるように祈
いの

っていま

す。

皆
みな

さま

� 2019 ／ 05／ 07（火
か

）17：35

　皆
みな

さまの中
なか

にはご存
ぞん

じの方
かた

がおられる

かもしれません。

　ラルシュの創
そうせつしゃ

設者のジャン・ヴァニエ

が亡
な

くなりました。

　　　　どうかお祈
いの

りください。

� 英
はなふさ

　隆
りゅういちろう

一朗
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　ジャン・バニエ（Jean�Vanier、1928年
ねん

９

月
がつ

10日
か

－2019年
ねん

５月
がつ

７日
か

）はスイスのジュ

ネーブに生
う

まれた、フランス系
けい

カナダ人
じん

の

カトリックの思
し そ う か

想家。知的障
しょうがい

害や発達障
しょうがい

害

などの知
ちて き

的ハンディを持
も

つ人
ひとびと

々と持
も

たない

人
ひとびと

々の共
きょうどうたい

同体であるラルシュ（L'Arche）の

創
そうせつしゃ

設者、ならびに知
ちてき

的ハンディを持
も

つ人
ひと

とそ

の家
かぞく

族や友
ゆうじん

人が定
ていきてき

期的に集
あつ

まり、支
ささ

えあうネ

ットワークである信
しんこう

仰と光
ひかり

（Foi�et�Lumière）

の共
きょうどうそうせつしゃ

同創設者。2015年
ねん

、宗
しゅうきょうぶんや

教分野のノーベ

ル賞
しょう

とも言
い

われるテンプルトン賞
しょう

を受
じゅしょう

賞し

た。マザー・テレサやブラザー・ロジェの親
した

しい友
ゆうじん

人であり、ヘンリ・ナウエンにも大
おお

きな示
し さ

唆と影
えいきょう

響を与
あた

えた人
じんぶつ

物である。信
しんらい

頼、

障
しょうがい

害、暴
ぼうりょく

力、平
へい わ

和、共
きょうせい

生などのテーマについ

て数
かずかず

々の著
ちょさく

作があり、その多
おお

くは日
に ほ ん ご

本語にも

翻
ほんやく

訳されている。その霊
れいてきしどうしゃ

的指導者としての

功
こうせき

績からカトリックの司
しさい

祭と誤
あやま

って紹
しょうかい

介され

ることが多
おお

いが、聖
せいしょくしゃ

職者ではなくレイ・パー

ソン（平
ひらしんと

信徒）である。

� wikipediaより引
いんよう

用

愛
あい

するとは、その人
ひと

の存
そんざい

在を喜
よろこ

ぶことで

す。

その人
ひと

の隠
かく

れた価
か ち

値や美
うつく

しさを、

気
き づ

付かせてあげることです。

人
ひと

は、愛
あい

されて初
はじ

めて、

愛
あい

されるにふさわしいものになります。

� －ジャン・バニエ

†　主
しゅ

の平
へい わ

和

　日
ひ

ごろから私
わたし

たち障
しょうがいしゃ

害者へのご理
りか い

解とご

支
しえん

援をいただき、心
こころ

から感
かんしゃもう

謝申し上
あ

げます。

　日
にほ ん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会（以
い か

下、

カ障
しょうれん

連）は1981年
ねん

、国
こくさいしょうがいしゃねん

際障害者年に、時
とき

の

教
きょうこう

皇ヨハネ・パウロⅡ世
せい

が来
らいにち

日され、これを

きっかけに全
ぜんこく

国のカトリック信
しんと

徒の障
しょうがいしゃおよ

害者及

び有
ゆう し

志が集
あつ

まり1982年
ねん

７月
がつ

にカ障
しょうれん

連が発
ほっそく

足

いたしました。カ障
しょうれん

連の機
き か ん し

関誌の発
はっこう

行にあた

りましては、ヨハネ・パウロⅡ世
せい

よりカ障
しょうれん

連

へ「わ」という文
も じ

字

を書
か

いていただき

ました。

　この「わ」の意
い み

味

は、一
ひ と り

人ひとりの

人
にんげん

間が集
あつ

まって一
ひと

つの輪
わ

になり、心
こころ

と力
ちから

を合
あ

わせて一
いっしょ

緒に進
すす

むことを、平
へい わ

和と完
かんぜん

全を表
あらわ

す「円
えん

」の形
かたち

で、そして私
わたし

たちがキリストの

精
せいしん

神によって歩
あゆ

むことを「十
じゅうじか

字架」の形
かたち

で表
あらわ

されています。

第
だい

13期
き か つ ど う

活動に向
む

けて

会
かいちょう

長　江
え ど

戸　　徹
とおる

3



　どんなに重
おも

い障
しょうがい

害があっても、「この世
よ

の

中
なか

に生
う

まれてきてよかった」と思
おも

える社
しゃかい

会を

目
め ざ

指し、そのためにイエス様
さま

のみことばから

学
まな

び、「ミサへの完
かんぜんさんか

全参加と平
びょうどう

等」を目
め ざ

指し

て活
かつどう

動している団
だんたい

体であります。

　近
きんねん

年、障
しょうがいしゃ

害者への理
り か い

解は進
すす

んできている

ところではありますが、未
いま

だ差
さ べ つ

別や偏
へんけん

見、

排
はいじょ

除は後
あと

を絶
た

ちません。2016年
ねん

７月
がつ

26日
にち

、

神
か な が わ け ん さ が み は ら し

奈川県相模原市「津
つ く い

久井やまゆり園
えん

」で、

戦
せ ん ご さ い だ い き ぼ

後最大規模の殺
さつじんじけん

人事件が起
お

き、日
にほ ん

本ばか

りでなく世
せかいじゅう

界中の人
ひとびと

々に衝
しょうげき

撃を与
あた

えました。

犯
はんにん

人は「重
じゅうどしんしんしょうがいしゃ

度心身障害者は世
よ

の中
なか

の役
やく

に立
た

たない不
ふこ う

幸な人
ひと

」と決
き

めつけ、全
まった

く抵
ていこう

抗の

できない19人
にん

の命
いのち

を一
いっしゅん

瞬にして奪
うば

いました。

この事
じ け ん

件は、生
せいさんせい

産性や効
こうりつせい

率性が優
ゆうせん

先される

優
ゆうせいしそう

勢思想にほかならず、社
しゃかいてき

会的に弱
よわ

い立
たち ば

場に

ある人
ひと

たちが、息
いき

をひそめて生
せいかつ

活しなければ

ならない社
しゃかい

会などあってはならないはずです。

　私
わたし

たち障
しょうがいしゃ

害者が悲
かな

しみに沈
しず

む中
なか

、2016年
ねん

７月
がつ

にフランシスコ教
きょうこうさま

皇様より、「この悲
ひげ き

劇

に見
み ま

舞われたすべての人
ひと

に寄
よ

り添
そ

うと約
やくそく

束し

ます」とメッセージをいただき、また2017

年
ねん

11月
がつ

５日
か

のカトリック新
しんぶん

聞には「障
しょうがい

害の

ある人
ひと

を受
う

け入
い

れる教
きょうかい

会を」と題
だい

して全
ぜんせかい

世界

にメッセージを送
おく

ってくださいました。私
わたし

た

ちはこのメッセージに感
かんどう

動しました。常
つね

に

障
しょうがい

害のある人
ひとびと

々、小
ちい

さくされている人
ひとびと

々に温
あたた

かいメッセージを送
おく

ってくださるフランシ

スコ教
きょうこうさま

皇様に心
こころ

から感
かんしゃもう

謝申しあげると共
とも

に、

今
こんかい

回、日
にほん

本を訪
ほうもん

問されるという喜
よろこ

びの機
きかい

会に

「障
しょうがいしゃ

害者のためのミサ」を開
かいさい

催していただけ

れば、これ以
いじょう

上の喜
よろこ

びはありません。

　障
しょうがいしゃ

害者を受
う

け入
い

れる教
きょうかい

会ではなく、障
しょうがい

害の

ある人
ひと

を誰
だれ

も排
はいじょ

除することなく、ありのまま

を受
う

け入
い

れる教
きょうかい

会となりますように。そして

すべての人
ひと

が「生
う

まれてきてよかった」と思
おも

えるような社
しゃかい

会になることが、私
わたし

たちの願
ねが

い

です。

　日
に ほ ん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会では、

三
さんねん

年に一
いちどぜんこくかくち

度全国各地で大
たいかい

会を開
かいさい

催させてい

ただいており、昨
さくねん

年は横
よこはまきょうく

浜教区におきまし

て、梅
うめむらしきょうさま

村司教様はじめ教
きょうく

区の皆
みな

さんの大
たいへん

変な

ご支
し え ん

援を頂
いただ

き、素
す ば

晴らしい横
よこはまたいかい

浜大会を開
かいさい

催

していただきました。そして次
じか い

回2021年
ねん

の

全
ぜんこくたいかい

国大会は、高
たかみだいしきょうさま

見大司教様や教
きょうく

区の皆
みな

さんの

ご理
りかい

解を頂
いただ

き、長
ながさききょうく

崎教区で開
かいさい

催させて頂
いただ

くこ
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とになりました。

　教
きょうこうさま

皇様のミサにより、全
ぜんこく

国に点
てんざい

在する

障
しょうがいしゃ

害者がカ障
しょうれん

連とつながり、福
ふくいん

音を伝
つた

える良
よ

き使
しし ゃ

者となれますことを期
きたい

待しております。

　この全
ぜんこくたいかい

国大会において、発
はっぴょう

表いたしました

第
だい

13期
き

の活
かつどうけいかく

動計画は以
い か

下の通
とお

りです。

１．全
ぜんきょうく

教区の障
しょうがい

害のある仲
なかま

間を知
し

り、障
しょうがい

害の

ある人
ひと

も障
しょうがい

害のない人
ひと

も互
たが

いの生
い

きづらさを

分
わ

かち合
あ

えるネットワークをつくる。

２．教
きょうかい

会も社
しゃかい

会の一
い ち ぶ

部であることを認
にんしき

識

し、差
さ べ つ

別や排
はいじょ

除は社
しゃかい

会が作
つく

りだしているこ

とを広
ひろ

く周
しゅうち

知するとともに、権
けんりじょうやく

利条約や

障
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

害者差別解消法の研
けんしゅう

修や小
しょうさっし

冊子づくりを行
おこな

う。

　教
きょうこう

皇フランシスコは「カトリック教
きょうかい

会は誰
だれ

をも喜
よろこ

んで迎
むか

え入
い

れなければならず、身
しんたいてき

体的

または精
せいしんてき

神的、知
ちてきせいやく

的制約が神
かみ

との出
で あ

会いを遠
とお

ざけることがないように創
そうい く ふ う

意工夫する必
ひつよう

要が

ある」また、「教
きょうかい

会は障
しょうがい

害のある人
ひとびと

々を守
まも

り、

積
せっきょくてき

極的に受
う

け入
い

れるに当
あ

たって、“だまって”

いたり、“鈍
どんかん

感なままで” いたりすることは

できません」と仰
おっしゃ

いました。

　障
しょうがい

害のある人
ひと

を脇
わき

に追
お

いやり、その

人
にんげんてきれいてき

間的霊的なたまものを見
み す

過ごしてしまわぬ

よう、誰
だれ

もが弱
よわ

さの中
なか

で困
こんなん

難を抱
かか

えながらも、

豊
ゆた

かな人
じんせい

生を歩
あゆ

んでいけるように活
かつどう

動してい

きたいと思
おも

います。

　私
わたし

たち障
しょうがい

害のあるものも福
ふくいん

音を伝
つた

え、少
すこ

し

でも社
しゃかい

会の中
なか

にある問
もんだい

題を解
かいけつ

決していきたい

と思
おも

っています。

　今
こんご

後ともご支
しえん

援いただきますようお願
ねが

い致
いた

します。

　祈
いの

りのうちに。

加
かめいだんたいいけんこうかんかい

盟団体意見交換会の一
ひと

コマ
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　NPO法
ほうじん

人「筋
きんつうせいのうせきずいえん

痛性脳脊髄炎の会
かい

」理
りじちょう

事長の篠
しのはら

原です。2015年
ねん

と2016年
ねん

の当
とうほうじん

法人の

国
こっかいせいがん

会請願のために、全
ぜんこく

国から多
おお

くの署
しょめい

名を頂
いただ

き、本
ほんとう

当にありがとうございました。

　お蔭
かげさま

様で、2016年
ねん

の請
せいがん

願は衆
しゅうぎいん

議院と参
さんぎいん

議院の両
りょうぎいん

議院で採
さいたく

択されました。皆
みなさま

様のお祈
いの

りにも感
かんしゃ

謝しております。

　当
とうほうじん

法人では2019年
ね ん ど

度も再
さ い ど

度、国
こっかい

会に請
せいがん

願を提
ていしゅつ

出することに致
いた

しました。

筋
きんつうせいのうせきずいえん

痛性脳脊髄炎／慢
まんせいひろうしょうこうぐん

性疲労症候群（ME／ CFS）は、2014年
ねん

の厚
こうろうしょう

労省の実
じったいちょうさ

態調査によ

って、患
かんじゃ

者の約
やく

３割
わり

は寝
ね

たきりに近
ちか

い重
じゅうしょうかんじゃ

症患者であるという深
しんこく

刻な実
じったい

態が明
あき

らかになっ

ていますが、未
いま

だに指
していなんびょう

定難病になっていません。

　国
こくない

内での神
しんけいないかい

経内科医による研
けんきゅう

究は飛
ひやくてき

躍的に進
すす

み、免
めんえきさいぼう

疫細胞に明
めいかく

確な異
いじょう

常が見
み

つかって

おり、客
きゃっかんてきしんだんきじゅん

観的診断基準の開
かいはつ

発の研
けんきゅう

究は順
じゅんちょう

調に進
すす

んでいます。また、製
せいやくがいしゃ

薬会社も根
こんちやく

治薬の

治
ちけ ん

験に強
つよ

い関
かんしん

心を示
しめ

していますので、「指
していなんびょう

定難病にするための研
けんきゅうそくしん

究促進」と「根
こんちやく

治薬の

治
ちけん

験の促
そくしん

進」を求
もと

めます。

　今
こんかい

回の「わ」に請
せいがんしょ

願書と署
しょめいようし

名用紙が掲
けいさい

載されていますので、署
しょめいようし

名用紙をコピーして頂
いただ

き、皆
みなさま

様のご協
きょうりょく

力をお願
ねが

い致
いた

します。衆
しゅうぎいん

議員と参
さんぎいん

議員に提
ていしゅつ

出しますので、必
かなら

ず２枚
まい

にご

署
しょめい

名をお願
ねが

い致
いた

します。送
そうふ き げ ん

付期限は2019年
ねん

10月
がつ

31日
にち

です。

　また、ME／ CFSの重
じゅうしょうかんじゃ

症患者の実
じったい

態を描
えが

くドキュメンタリー映
えい が

画「この手
て

に希
きぼ う

望を

～ME／ CFSの真
しんじつ

実～」が完
かんせいいた

成致しました。女
じょゆう

優の竹
たけしたけいこ

下景子さん、作
さっ か

家の落
おちあいけいこ

合恵子さ

ん、精
せいし ん か い

神科医の香
かやま

山リカさん、日
にほんしんけいがっかいだいひょうりじ

本神経学会代表理事、日
にほんいしかいかいちょう

本医師会会長など多
おお

くの方
かた

か

ら推
すいせん

薦を受
う

けております。1200円
えんいじょう

以上のご寄
き ふ

付で、DVDを一
いちまいぞうてい

枚贈呈させて頂
いただ

きますの

で、多
おお

くの方
かた

にご覧
らんいただ

頂き、この病
びょうき

気への理
りかい

解を深
ふか

めて頂
いただ

けるよう願
ねが

っております。

　ご寄
き ふ

付をお振
ふりこ

込み頂
いただ

く際
さい

には、①お名
なまえ

前②DVD送
そうふさき

付先の郵
ゆうびんばんごう

便番号と住
じゅうしょ

所③電
でんわばんごうまた

話番号又

はメールアドレスを、メール（answertomecfs@gmail.com）かファックス（03-6685-

6233）で必
かなら

ずお知
し

らせ下
くだ

さい。

振
ふりこみさき

込先：ゆうちょ銀
ぎんこう

行　記
きごう

号10040　番
ばんごう

号92225421

　　　　特
とくていひえいりかつどうほうじんきんつうせいのうせきずいえん

定非営利活動法人筋痛性脳脊髄炎の会
かい

国
こっかいせいがんしょめい

会請願署名への協
きょうりょく

力のお願
ねが

い

カ障
しょうれんうんえいいいん

連運営委員（東
とうきょうきょうくあきつきょうかいしょぞく

京教区秋津教会所属）　篠
し の は ら み え こ

原三恵子
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　今
いま

の私
わたしたち

達にとって、忘
わす

れられて、知
し

られていない、ひっそりと暮
く

らしている人
ひとたち

達がいた。

　ハンセン病
びょう

の人
ひとたち

達であり、回
かいふくしゃ

復者の人
ひとたち

達だ。

　20代
だい

、30代
だい

の人
ひとたち

達はそんなことがあったの？

　40代
だいいじょう

以上の人
ひとたち

達は、小
しょうせつ

説で見
み

たことがある。又
またえいが

映画で見
み

たかな。

　もっと年
ねんれい

齢が上
あ

がると親
おや

や学
がっこう

校で、うつるからそのような施
しせつ

設には行
い

かないようにと

言
い

われて育
そだ

った者
もの

が多
おお

い。

　政
せいふ

府や癩
らいいがくかい

医学界が作
つく

り上
あ

げた謂
い

われ無
な

き差
さべ つ

別であります。

　感
かんせんりょく

染力の弱
よわ

いらい菌
きん

、治
ちりょうやく

療薬があるにもかかわらず、1996年
ねん

まで強
きょうせいかくり

制隔離し、その

人
ひとたち

達の人
じんけん

権を蹂
じゅうりん

躙してきた。

　私
わたし

は、1964年
ねん

の４月
がつ

まで、奄
あまみおおしま

美大島の名
な ぜ し

瀬市に住
す

んでいた。

　名
な ぜ し

瀬市でも山
やまおく

奥という辺
へんきょう

境な所
ところ

に、奄
あまみわこうえん

美和光園と言
い

う癩
らいりょうようじょ

療養所があり、友
ともだちなんにん

達何人かと

その園
えん

に在
あ

る小
しょうがっこう

学校に転
てんにん

任された先
せんせい

生を訪
たず

ねたことがある。

　家
いえ

に帰
かえ

って母
ははおや

親に大
たいへんしか

変叱られて、靴
くつ

も洗
あら

い、衣
いふく

服も洗
あら

い、勿
もちろんてあし

論手足はごしごしと擦
す

り

洗
あら

ったものだ。

　今
こんかい

回、第
だい

40回
かいなごやせいへいきょうたいかい

名古屋正平協大会の第
だい

５分
ぶんかかい

科会で、講
こうえん

演された森
もりもとせんせい

元先生と出
で あ

会い、そ

のハンセン病
びょう

の歴
れき し

史や世
せか い

界での現
げんじょう

状を伺
うかが

い知
し

り、日
にほ ん

本では、ほぼ発
はつびょう

病は皆
かい む

無となった

現
げんざい

在でも、世
せかい

界では、この病
やまい

に苦
くる

しんでいる多
おお

くの人
ひとびと

々がいることを知
し

りました。

　私
わたしたち

達カトリックの信
しんと

徒や、障
しょうがいしゃ

害者の仲
なかま

間も、ハンセン病
びょう

という病
やまい

に苦
くる

しみながら、謂
い

われ無
な

き差
さべ つ

別を受
う

けている人
ひとたち

達のことも、もっと知
し

って頂
いただ

きたい、分
わ

かち合
あ

って頂
いただ

きた

いという願
ねが

いから、次
つぎ

の書
しょせき

籍をご紹
しょうかいいた

介致します。

　それは私
わたし

が「分
わ

かち合
あ

うこと、共
きょうせいしゃかい

生社会を目
め ざ

指して」という願
ねが

いからです。

　書
しょめい

名「証
しょうげん

言・自
じぶ ん

分が変
か

わる　社
しゃかい

会を変
か

える」

　　　　ハンセン病
びょうこくふく

克服の記
きろく

録　　藤
ふじたしんいち

田真一　編
へんちょ

著　　人
にんげん

間と歴
れきししゃ

史社

　これは視
しかくしょうがいしゃ

覚障害者のために、点
てんやく

訳や音
おんやく

訳がされております。

寄き　

稿こ
う

分
わ

かち合
あ

うこと、共
きょうせい

生の社
しゃかい

会を目
め ざ

指して

名
な ご や

古屋カ障
しょうれん

連　富
とみなが

永　　諒
まこと

　カトリック正
せいぎ

義と平
へいわきょうぎかいぜんこくしゅうかいなごやたいかい

和協議会全国集会名古屋大会（2018年
ねん

10月
がつ

23日
にち

～ 24日
か

）に参
さんか

加して
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　出
しゅっせきだんたい

席団体は、加
かめいだんたい

盟団体16団
だんたい

体のうち12団
だんたい

体と、加
か め い

盟を前
ぜんてい

提としたオブザーバー参
さ ん か

加が２

団
だんたい

体、そして関
かんけいだんたい

係団体１団
だんたい

体がありました。加
かめいだんたい

盟団体からは、札
さっぽろきょうく

幌教区カリタス家
か て い し え ん

庭支援

センタ－、仙
せんだいきょうくびょうしょうれんれんごうかい

台教区病障連連合会、福
ふくしま

島カトリックグローリア会
かい

、カトリックさいたま

教
きょうく

区障
しょうがい

害者
しゃれんらくきょうぎかい

連絡協議会（共
きょうあいかい

愛会）、群
ぐ ん ま

馬カトリック身
しんしょうしゃ

障者グループ（群
ぐん

カ身
しん

）、東
とうきょう

京カト

リック障
しょうがい

害者
しゃれんらくかい

連絡会（ヨブの会
かい

）、東
とうきょう

京オリーブの会
かい

、ラルシュ・かなの家
いえ

、カトリック

名
なごやきょうくしょうがいしゃれんらくかい

古屋教区障害者連絡会、カ障
しょうれんおおさか

連大阪フレンドリー、福
ふくおか

岡オリーブの会
かい

、一
ひとつぶ

粒の麦
むぎ

の会
かい

サクラ、

オブザーバーとして、カトリック吃
きつおん

音のつどい、さいたまオリーブの会
かい

、関
かんけいだんたい

係団体としてNPO

法
ほうじんきんつうせいのうせきずいえん

人筋痛性脳脊髄炎の会
かい

。以
いじょう

上15団
だんたい

体の出
しゅっせき

席で10時
じは ん

半から19時
じは ん

半まで熱
ねっしん

心に話
はな

し合
あ

いました。

　江
えどかいちょうはつげん

戸会長発言＝カ障
しょうれん

連の会
かいちょう

長として２期
き め

目です。１期
き め

目にアンケートを取
と

りまして、教
きょうかい

会の中
なか

に障
しょうがいしゃ

害者がどのくらいいるか、先
ま

ず知
し

りましょうということでした。２期
き め

目は知
し

り得
え

たものを、

どういうふうにまとめるか、ということです。教
きょうかい

会の中
なか

にも、合
ごうりてきはいりょ

理的配慮、これがどこまででき

ているのかということを伝
つた

えていかないといけないし、まだまだ見
み

えない障
しょうがい

害の方
かた

がたくさんい

らっしゃると思
おも

います。一
いっしょ

緒に歩
あゆ

んでいけるような２期
き め

目にしたいと思
おも

います。

■交
こうかんかい

換会の話
はな

し合
あ

いテーマ

（１）�各
かくだんたい

団体の2018年
ねんどかつどうじっせき

度活動実績と2019年
ねんどかつどうけいかく

度活動計画の報
ほうこく

告

（２）�（テーマ１）　私
わたし

たちの活
かつどう

動が広
ひろ

がり、深
ふか

めていくために何
なに

が出
で き

来るか？

（３）�（テーマ２）　障
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

害者差別解消法について考
かんが

える

■話
はな

し合
あ

われた内
ないよう

容のまとめ

（１）�各
かくだんたい

団体の2018年
ねんどかつどうじっせき

度活動実績と2019年
ねんどかつどうけいかく

度活動計画の報
ほうこく

告

　それぞれの活
かつどうじっせき

動実績と次
じねんどけいかく

年度計画について報
ほうこく

告があった。各
かくだんたい

団体とも特
とくしょく

色のある動
うご

きをもって

おり、各
かくきょうくない

教区内において地
じみち

道に展
てんかい

開されている様
ようす

子がわかった。

　今
こん ご

後、教
きょうくない

区内において幅
はばひろ

広く活
かつどう

動が理
りか い

解され、新
あら

たなメンバーの掘
ほ

り起
おこ

しと、障
しょうがいとうじしゃ

害当事者と

支
しえんしゃ

援者の連
れんけい

携が強
つよ

まることを検
けんとう

討されている。又
また

、他
ただんたい

団体・障
しょうがいしゃかん

害者間の情
じょうほうきょうゆう

報共有と協
きょうりょくかんけい

力関係を高
たか

めたいとの意
いけん

見も多
おお

くあった。

2019年
ねん

３月
がつ

23日
にち

（土
ど

）加
かめい だ ん た い い け ん こ う か ん か い

盟団体意見交換会まとめ

カ障
しょうれんふくかいちょう

連副会長　田
たなか

中　　実
みのる
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（２）�（テーマ１）　私
わたし

たちの活
かつどう

動が広
ひろ

がり、深
ふか

めていくために何
なに

が出
で き

来るか？

　「私
わたし

たちの活
かつどう

動が広
ひろ

まり、深
ふか

めていくために何
なに

ができるか」。５つのグループ（５～６名
めい

）で話
はな

し合
あ

いました。臨
りんじょうかん

場感を持
も

たせる為
ため

に各
かく

グループ別
べつ

のまとめを掲
けいさいいた

載致します。

Ａグループ＝標
ひょうだい

題を３つにわけました。まず、広
こうほうかつどう

報活動。「わ」に掲
けいさい

載して活
かつよう

用する。加
かめいだんたい

盟団体

のPR活
かつどう

動をする。カ障
しょうれん

連があるということを周
しゅうち

知させる場
ば

とする。団
だんたい

体のPR活
かつどう

動を行
おこな

う。

交
こうりゅうかい

流会を開
かいさい

催する。オリーブを全
ぜんこくたいかい

国大会として開
ひら

く。最
さいご

後に、教
きょうかいほうもん

会訪問をしていくが挙
あ

げられま

した。２つ目
め

に活
かつどう

動の深
しんか

化、これは３つあります。①広
ひろ

げるより深
ふか

める。この集
あつ

まりを大
おお

きくわ

けて北
ほっかいどう

海道、東
とうほく

北、関
かんとう

東、近
きんき

畿、九
きゅうしゅう

州など、ブロックで集
あつ

まる。お互
たが

い顔
かお

の見
み

える場
ば

づくりを行
おこな

う。②教
きょうくない

区内の公
こうにんだんたい

認団体を知
し

る。③楽
たの

しんでやっていく、ということが挙
あ

げられました。３つ目
め

が組
そし き

織のひろがり。ネットワークの強
きょうか

化をはかる。よこの連
れんけい

携を構
こうちく

築する。おおまかな組
そ し き ず

織図を

作
つく

る。カ障
しょうれん

連が全
ぜんたい

体を掌
しょうあく

握する場
ば

にしていく。地
ちいき

域ごとの交
こうりゅうかい

流会を行
おこな

う。教
きょうかいない

会内に広
ひろ

めるために

中
ちゅうしん

心となる体
たいせい

制づくりをする。それぞれ障
しょうがい

害をもつ人
ひとびと

々が繋
つな

がっていく。

Ｂグループ＝カ障
しょうれん

連のことを訪
ほうもん

問し説
せつめい

明しよう。各
かくきょうかい

教会をまわって知
し

ってもらおうPR作
さくせん

戦です。

各
かくきょうかい

教会を訪
ほうもん

問して実
じっさい

際に障害者
しゃ

ミサをやろう。障
しょうがい

害者
しゃ

ミサだけじゃなく、障
しょうがいとうじしゃ

害当事者の話
はなし

とか

研
けんしゅうかい

修会も含
ふく

め、訪
ほうもんさき

問先の教
きょうかい

会で実
み

のある何
なに

かする。もう一
ひと

つは、加
かめいだんたい

盟団体がお互
たが

いに協
きょうりょく

力して

対
たいさく

策を考
かんが

えていこう。そもそもカ障
しょうれん

連とはなにか、広
ひろ

がりを深
ふか

めるとはなにか、今
いま

までの流
なが

れを

理
りかい

解したり、今
いまいちど

一度、理
りかい

解を深
ふか

める。もう一
ひと

つは、カ障
しょうれん

連のイメージを広
ひろ

げるために、カ障
しょうれん

連の

日
ひ

をつくる「カ障
しょうれん

連デー」。カ障
しょうれん

連のポスターを作
つく

る、グッズ販
はんばい

売する、こういうイメージ作
さくせん

戦。

自
じぶ ん じ し ん

分自身が思
おも

っていることを率
そっちょく

直に話
はな

すことができ、参
さん か

加しやすいようにするため、カ障
しょうれん

連を

見
みな お

直す。その他
ほか

には、司
しきょう

教、司
しさ い

祭のなかに、障
しょうがいしゃたんとう

害者担当の会
かい ぎ

議をつくったらどうか。あるいは、

障
しょうがい

害者
しゃ

を発
はっくつ

掘、しかも若
わか

い障
しょうがい

害者
しゃ

を発
はっくつ

掘する。一
いっぽう

方、障
しょうがい

害者
しゃ

じゃなくても若
わかもの

者はカトリック

教
きょうかい

会に来
こ

ない。友
ゆうじん

人、知
ちじん

人にカ障
しょうれん

連パンフを配
くば

る。高
こうれいしゃ

齢者もだんだん障
しょうがい

害をおっていくが、障
しょうがい

害

者
しゃ

という意
いしき

識がない。高
こうれいしゃ

齢者も障
しょうがい

害者
しゃ

であるという意
いしき

識を持
も

ってもらうためのアクションを起
お

こ

す。今
こんかい

回のアンケートに基
もと

づいてカ障
しょうれん

連として実
じつげん

現できることをやっていく。結
けつろん

論は、１つでも

始
はじ

めよう。今
いま

のままじゃだめ。自
じぶん ひ と り

分一人でも動
うご

こう。

Ｃグループ＝まずいろいろな方
ほうほう

法でこの会
かい

の存
そんざい

在を知
し

らせる。機
き か ん し

関紙、教
きょうくほう

区報、情
じょうほう

報ツール、フェ

イスブック、各
かくしょうがいしゃだんたいほう

障害者団体報などで、会
かい

の存
そんざい

在をみんなに知
し

ってもらう。次
つぎ

に出
で

かけていって、

障
しょうがいしゃかつどう

害者活動をしているグループを知
し

る。グループの会
かいごう

合や小
しょうきょうく

教区を訪
ほうもん

問してセットアップしてい

く、その場
ば

で交
こうりゅう

流する。プロテスタントなどとも協
きょうりょく

力する。我
われわれ

々が交
こうりゅう

流できる場
ば

を作
つく

る。教
きょうかい

会の
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中
なか

なら「～の部
へ や

屋」というように、気
きがる

軽に行
い

ける場
ばしょ

所とか、当
とうじしゃ

事者だけでなく、家
かぞく

族も集
あつ

まれる

場
ば

を広
ひろ

げる。同
おな

じ悩
なや

み、障
しょうがい

害を持
も

ったもの、持
も

たないものも理
りかい

解しあうためにも他
ほかしょうがい

障害の人
ひと

とも

話
はな

し合
あ

い、集
あつ

まれる場
ば

を設
もう

ける。集
あつ

まる場
ばしょ

所にイベントを工
くふう

夫して若
わかもの

者が集
あつ

まるような、お楽
たの

し

みイベント、温
おんせんりょこう

泉旅行とか、黙
もくそうかい

想会などのイベントを工
くふう

夫して、若
わかもの

者が参
さんか

加しやすいことも考
かんが

え

ながら工
くふう

夫する。パソコンが得
とくい

意な若
わかもの

者にパソコン通
つうやくしゃ

訳者の募
ぼしゅう

集をするとか、サポーターの集
あつ

ま

りになる青
せいねんかい

年会など、若
わかもの

者がからんだ参
さん か

加イベントを工
くふ う

夫したい。やはり交
こうりゅう

流するにはお金
かね

も

必
ひつよう

要。支
しえんしゃ

援者を募
つの

ったりして会
かいいん

員を増
ふ

やす、そういう形
かたち

も大
だい じ

事。そのためにも、出
で

かけていって

PRして支
しえんしゃ

援者を集
あつ

める。同
おな

じ障
しょうがい

害を持
も

つ人
ひと

と交
こうりゅう

流する。

Ｄグループ＝５つにまとめることができました。１つ目
め

。カ障
しょうれんぜんたい

連全体の分
わ

かれたグループについ

てももっとPRができるのではないか。具
ぐたいてき

体的には根
こんきづよ

気強く説
せつめい

明を続
つづ

ける。

　お互
たが

いを理
りかい

解する努
どりょく

力とか、見
み

えない障
しょうがい

害に対
たい

しての理
りかい

解と共
きょうかん

感を持
も

つなど前
まえむ

向きな意
いけん

見、ま

た、教
きょうかいかん

会間の訪
ほうもん

問をしあいカ障
しょうれん

連をPRする。教
きょうく

区の中
なか

で障
しょうがい

害者
しゃ

をもっと知
し

ってもらう。

　とにかく活
かつどう

動を続
つづ

けていくということ。インターネットやブログ、SNSなどを利
りよ う

用して情
じょうほう

報

を提
ていきょう

供していく。イベントに出
しゅってん

展してビラや説
せつめい

明をしてPRする。カ障
しょうれん

連のPRをもっと高
たか

めよう、

具
ぐたいてき

体的にどうしたらいいか。障
しょうがい

害者
しゃ

のみなさんが15人
にん

ほどで人
にんぎょうやき

形焼を作
つく

り販
はんばい

売する、カ障
しょうれん

連の

集
あつ

まりでお菓
か し

子を作
つく

って販
はんばい

売する、映
えい が

画やDVDの鑑
かんしょうかい

賞会でカ障
しょうれん

連を宣
せんでん

伝する、カ障
しょうれん

連の踊
おど

りを

考
かんが

えて盆
ぼんおど

踊り的
てき

な工
くふ う

夫をする。カ障
しょうれんどくじ

連独自の歌
うた

を作
つく

りダンスをする、手
しゅわ

話も必
かなら

ずつける。

　カ障
しょうれん

連のゆるキャラを作
つく

ってPRをして販
はんばい

売する。キャリアアップについては、排
はいじょ

除のない

教
きょうかい

会、バリアフリーの教
きょうかい

会づくり、車
くるまいす

椅子が通
とお

れる教
きょうかい

会づくり、教
きょうかい

会は一
ひと

つの家
かぞ く

族でありたい。

信
しんこう

仰という面
めん

では、分
わ

かち合
あ

いとか、青
せいしょうねん

少年の問
もんだい

題、高
こうれいしゃ

齢者の問
もんだい

題、過
か そ か

疎化の問
もんだい

題がある。その

中
なか

で信
しんこう

仰として、わたしたちが心
こころ

がけたいこと、喜
よろこ

びを持
も

った教
きょうかい

会というイメージをもっと出
だ

し

ていけないか。外
がいこくじん

国人も含
ふく

め、若
わか

い人
ひと

がもっと参
さんか

加できる教
きょうかい

会を考
かんが

えていきたい。

　助
たす

けを求
もと

める人
ひと

の小
ちい

さい声
こえ

を聞
き

き分
わ

けよう。仲
なか よ

良しではなく、信
しんこう

仰の集
あつ

まりをしていきたい。

まだ信
しん と

徒になってない人
ひと

のためにも、「みんなの教
きょうかい

会」といえる教
きょうかい

会に。奉
ほう し

仕は互
たが

いに小
ちい

さき者
もの

となっておこなう。教
きょうかい

会の中
なか

の争
あらそ

いをなくしたい、祈
いの

りを土
どだい

台にした集
あつ

まりでありたい。眼
まなざ

差し

の大
たいせつ

切さ、お互
たが

い温
あたた

かい眼
まなざ

差しで見
み

つめ合
あ

う、大
おお

きな声
こえ

より小
ちい

さな声
こえ

に耳
みみ

を傾
かたむ

けていきたい。そ

れぞれが奉
ほうし

仕できる場
ば

を見
み

つけていこう。教
きょうかい

会から出
で

ていって福
ふくいん

音を伝
つた

えよう。

Ｅグループ＝１、障
しょうがいしゃ

害者の信
しんと

徒がいるかどうかの把
はあく

握を小
しょうきょうく

教区と神
しんぷ

父に知
し

ってもらう。２、小
ちい

さ

なグループも教
きょうく

区に公
こうにん

認されたい。ハードルを自
じぶ ん

分たちで作
つく

っているのではないか。障
しょうがいしゃ

害者の

新
しんねんかい

年会を開
かいさい

催する。障
しょうがいしゃしせつ

害者施設の利
りようしゃ

用者にも話
はな

しかけていく。小
しょうきょうく

教区にミサから参
さん か

加させても
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らい私
わたし

たちのことを説
せつめい

明させていただく。３、楽
たの

しい集
しゅうかい

会を企
きか く

画する、カラオケ、熟
じゅくねん

年の集
つど

い、

温
おんせん

泉で楽
たの

しむ、スポーツ大
たいかい

会、食
しょくじかい

事会など交
こうりゅう

流の場
ば

を作
つく

る。そして講
こうえんかい

演会、カ障
しょうれん

連を知
し

ってもら

いたいという熱
ねつい

意が大
たいせつ

切。４、機
き か ん し

関誌を発
はっこう

行して理
りかい

解してもらう、カトリック新
しんぶん

聞に掲
けいさい

載しても

らう。未
み ち

知の人
ひと

と出
で あ

会う。教
きょうくない

区内の教
きょうかい

会に障
しょうがい

害者
しゃ

の会
かい

があることを伝
つた

える。手
しゅわつうやく

話通訳がいないか

ら、はるばると自
じぶん

分の教
きょうかい

会ではなく他
ほか

の教
きょうかい

会に行
い

く方
かた

が多
おお

い。自
じぶん

分の教
きょうかいせき

会籍のある教
きょうかい

会で活
かつどう

動し

たい。現
げんじつてき

実的な対
たいおう

応、理
りそうろん

想論ではない。カトリックとなるとみんな真
しんけん

剣な顔
かお

をしているが、これ

じゃみんな、喜
よろこ

んでくれるとは思
おも

わない。もっとのびのびとあるべき。

　次
つぎ

に５グループのリーダーが、全
ぜんたい

体の報
ほうこく

告を聞
き

き、これは良
よ

かったという５項
こうもく

目とその理
りゆう

由を

述
の

べていただいた。これも紹
しょうかい

介します。

①�１番
ばん め

目は、交
こうりゅうかい

流会の開
かいさい

催。各
かくだんたい

団体の活
かつどう

動の輪
わ

を広
ひろ

げる。カ障
しょうれん

連の大
たいかい

会も何
なんかい

回かやっていますが、

もう少
すこ

し地
ち い き

域を限
げんてい

定して、一
ひと

つの団
だんたい

体の参
さん か

加の回
かいすう

数を増
ふ

やす。２番
ばん め

目は、イベントの開
かいさい

催。

実
じっさい

際イベントを行
おこ

なっている団
だんたい

体があると思
おも

いますが、自
じぶ ん

分たちの小
ちい

さい範
はん い

囲だけじゃなく

て、イベントによって地
ちいき

域の皆
みな

さんといっしょにできるのではないかと思
おも

いました。３番
ばんめ

目は、

教
きょうかい

会での障
しょうがいしゃ

害者への対
たいおう

応。地
ちいき

域ごとによって、障
しょうがいしゃ

害者に対
たいおう

応する温
お ん ど さ

度差が激
はげ

しいと思
おも

いました。

それを知
し

れてよかった。４番
ばんめ

目はネットワーク。いろんなPRをして、もう少
すこ

し横
よこ

のネットワー

クを持
も

ったほうがいい、という意
いしき

識が持
も

てたのがよかった。５番
ばんめ

目は、単
たんじゅん

純に楽
たの

しむこと。細
ほそ

く長
なが

く。活
かつどう

動をするためには、進
すす

める方
かた

の意
いしきじょう

識上のことが必
ひつよう

要になってきますので、これを挙
あ

げました。

②�ひとつは出
で あ

会い、人
ひと

と出
で あ

合わないと始
はじ

まらない。どのグループもこれを意
いしき

識していた。つなが

り、これは心
こころ

でつながること、楽
たの

しくなければいけない。気
き も

持ち、一
ひとり ひ と り

人一人の心
こころ

が楽
たの

しくなる。

情
じょうほう

報。いろいろな問
もんだい

題の情
じょうほう

報を理
りか い

解すること。あとはPR、盆
ぼんおど

踊りみたいなものには個
こじんてき

人的に

賛
さんせい

成です。インパクトを考
かんが

えて何
なに

かをやるということ、それが各
かく

グループから出
で

ていました。

③�１番
ばん め

目はPRということです。カ障
しょうれん

連を知
し

ってもらう。２番
ばんめ

目は、交
こうりゅう

流・仲
なか ま

間づくり。３番
ばんめ

目は、

若
わかもの

者を集
あつ

める。障
しょうがい

害をもった若
わかもの

者ももちろんですが、例
たと

えば今
いま

の若
わか

い人
ひと

は、パソコンができた

りするので、要
ようやくひっき

約筆記だとか、ボランティアの分
ぶんや

野で、障
しょうがい

害のない人
ひと

も集
あつ

めようということで

す。あとバリアフリーは、もちろん言
い

うまでもなく教
きょうかい

会に来
き

やすいとか、いつ行
い

っても入
はい

れる

教
きょうかい

会をとか。信
しんこう

仰は、やはり自
じぶん

分の内
ないめん

面を見
み

つめたりとか、見
み

つめた上
うえ

で仲
なか ま

間とのかかわりと

か、社
しゃかい

会との関
かか

わりとか、原
げんてん

点になるものが信
しんこう

仰だと思
おも

う。

④�まずPR、今
きょ う

日の話
はな

し合
あ

いは、カトリック新
しんぶん

聞、カ障
しょうれん

連の新
しんぶん

聞に掲
けいさい

載してほしい。今
いま

までも

出
で き

来ていますが少
すく

ない。会
かい

が悪
わる

いのではなくて、我
われわれかいいん

々会員の努
どりょく

力が足
た

りないということ。会
かいちょう

長
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さんは立
りっ ぱ

派にやっていますから。多
たほうめん

方面にPRしたらいい。私
わたし

の経
けいけん

験では、各
かくきょうかい

教会にそれを増
ふ

やしています。地
ちいき

域の５教
きょうかい

会が団
だんたい

体として参
さんか

加している。個
こじん さ ん か

人参加はもちろん、団
だんたいさんか

体参加もし

ています。イベント、キャリアアップなどあります。これは各
かくきょうかい

教会とも出
で き

来る範
はんいない

囲内でやると

いうこと。もう少
すこ

し努
どりょく

力したらどうかなと思
おも

いました。次
つぎ

に分
わ

かち合
あ

い。ベトナムの青
せいねん

年の話
はなし

が出
で

ましたが、日
にほ ん

本は外
がいこくじん

国人が増
ふ

えています。教
きょうかい

会の中
なか

でもベトナム語
ご

で信
しんこうせんげん

仰宣言をしたり、

主
しゅ

の祈
いの

りをしてもらったりということがこれから増
ふ

えていきます。同
どうじ

時に青
せいしょうねん

少年へのやさしい

受
うけ い

入れが必
ひつよう

要です。それから、教
きょうかい

会に求
もと

められる姿
すがた

。「心
こころ

ゆたかな交
こうりゅう

流」という表
ひょうげん

現をしてい

るが、これは私
わたし

たちの心
こころ

を広
ひろ

げること。来
き

たものに違
い わ か ん

和感をもったり、全
まった

く正
せいはんたい

反対の意
いけん

見があっ

ても、ひととおり「そうだよね」と聞
き

く態
たい ど

度。排
はいじょ

除のない教
きょうかい

会ですね。施
しせつ

設はバリアフリーが

必
ひつよう

要。それと、心
こころつう

通じ合
あ

うような、広
ひろ

い心
こころ

をもった信
しんじゃ

者になれることが必
ひつよう

要だと思
おも

います。

⑤�一
いちばん

番に挙
あ

げたのが教
きょうかいほうもん

会訪問。今
いま

の教
きょうかい

会に書
しょめん

面で送
おく

っても見
み

る人
ひと

がいない。顔
かお

と顔
かお

を合
あ

わせて話
はなし

をして人
にんげんかんけい

間関係を作
つく

らないとまず聞
き

いてもらえない。各
かくきょうかい

教会で聞
き

いてもらえるのは、ミサに

参
さん か

加して、お知
し

らせに時
じか ん

間をとってもらってPRするのが効
こうかてき

果的。楽
たの

しいイベント。何
なん

でも楽
たの

しいイベントを企
きかく

画する。前
まえ

の山
やまだかいちょう

田会長が言
い

ったのは楽
たの

しくなければ福
ふくし

祉ではない。いろんな

企
きか く

画をするにしても、楽
たの

しいように考
かんが

えれば、楽
たの

しければ人
ひと

は集
あつ

まり、つまらないのは問
もんだい

題、

いかに楽
たの

しくするかが大
だいじ

事。すべての人
ひと

が、どんな障
しょうがい

害をもっていても、もっていなくても生
う

まれてきてよかったと亡
な

くなるときに言
い

えるような会
かい

、そういう会
かい

を知
し

ってもらいたい。カ

障
しょうれん

連の歌
うた

と踊
おど

りもいいと思
おも

う。提
ていあん

案。ひとつは盆
ぼんおど

踊り。ひとつはヒップホップこれをしないと

若
わかもの

者が入
はい

らない。踊
おど

りとヒップホップタイプでレコードを出
だ

して売
う

って欲
ほ

しい。お金
かね

も集
あつ

まり、

活
かつどう

動もたくさんできると思
おも

います。何
なに

かを始
はじ

める。今
いま

の時
じだ い

代ほど無
むかんしん

関心なことはない。何
なに

かし

て、何
なにごと

事にも関
かんしん

心を持
も

つ信
しん と

徒になってほしい。何
なに

をしても本
ほんき

気になって動
うご

かない。いろんな人
ひと

が障
しょうがい

害について理
りかい

解してもらった上
うえ

で、はじめて機
き か ん し

関誌を読
よ

めば心
こころ

が広
ひろ

がり、信
しんこう

仰も含
ふく

めて楽
たの

しくなって人
にんげんかんけい

間関係ができる。やはり楽
たの

しく。そして、人
ひと

が本
ほんとう

当に生
う

まれてよかったと伝
つた

える

使
しめい

命が私
わたし

たちにはあると思
おも

う。

　グループワークで話
はな

し合
あ

われた内
ないよう

容を列
れ っ き

記しました。いずれも自
じぶ ん

分の問
もんだい

題として考
かんが

えない

といけません。特
とく

に、会
かい

のアピール（各
かくしょうきょうくほうもん

小教区訪問での出
で あ

会い・障
しょうがい

害への理
りか い

解・仲
なか ま

間を知
し

る・

カ障
しょうれんだんたいかんれんけい

連団体間連携・社
しゃかいけいはつ

会啓発・広
こうほう

報）とコミュニケーションづくり（異
こと

なる障
しょうがいしゃかん

害者間、地
ちい き

域、

若
わかもの

者、イベント）などです。同
どうじ

時に私
わたし

たちの信
しんこう

仰のありようを求
もと

められていると思
おも

います。今
きょう

日

の内
ないよう

容を各
かく

グループ、団
だんたい

体に持
も

ち帰
かえ

って、しっかりと話
はな

し合
あ

って、それが教
きょうく

区に広
ひろ

がるように、

各
かくだんたい

団体の発
はってん

展につながるようにしたいと思
おも

います。カ障
しょうれん

連においても検
けんとう

討を高
たか

めていきます。
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（３）�（テーマ２）障
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

害者差別解消法について考
かんが

える

　３つ目
め

のテーマです。江
えどかいちょう

戸会長から話
はなし

がありましたが、プロジェクトチームをつくって検
けんとう

討し

ていこうということで、昨
さくねん

年11月
がつ

の役
やくいんかい

員会で検
けんとう

討が進
すす

んでいます。加
かめいだんたい

盟団体の皆
みな

さんにも協
きょうりょく

力

していただきたいと考
かんが

えています。

　本
ほん

テーマについては、協
きょうぎじかん

議時間の制
せいやく

約があり、ホワイトボードミーティングで話
はな

し合
あ

いを進
すす

め

ました。難
むずか

しい表
ひょうだい

題だとなかなか意
いけん

見が出
で

づらいので、「差
さべつ

別、ここが問
もんだい

題、障
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

害者差別解消法」

に絞
しぼ

りました。社
しゃかいてき

会的な法
ほうりつしてん

律視点よりも教
きょうかいない

会内の合
ごうりてきはいりょ

理的配慮に絞
しぼ

って話
はな

しあいました。

■主
おも

な意
いけ ん

見を箇
かじょうが

条書きにします。

１、今
いま

の障
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

害者差別解消法は、雇
こようしゃ

用者の水
みずま

増しなど名
なまえ

前だけの法
ほうりつ

律と感
かん

じる。

２、競
きょうそう

争のあるところに差
さべつ

別あり。もうひとつは、欲
よく

あるところに差
さべつ

別あり。

３、経
けいざいさべつ

済差別。同
おな

じ仕
しご と

事の能
のうりょく

力があっても、障
しょうがいしゃ

害者と健
けんじょうしゃ

常者の評
ひょうか

価の違
ちが

いがある。

４、優
ゆうせいしそう

生思想が未
いま

だにある。

５、合
ごうりてき

理的に生
い

きようとすると、生
せいさんせい

産性のないものは切
き

り捨
す

てられる。差
さべ つ

別と気
き

づきなさいと

法
ほうりつ

律は言
い

っている。私
わたし

たちはイエスの教
おし

えを通
とお

して知
し

っている。

６、そもそも、差
さべつ

別と区
くべつ

別の違
ちが

いをわかってないことが問
もんだい

題。差
さべつ

別は差
さべつ

別で昔
むかし

からあったけれど、

その中
なか

で区
くべ つ

別をして、できるもの・できないものをきちんと区
くべつ

別して支
ささ

える仕
し く

組みになれば

良
よ

い。

７、差
さべつ

別の助
じょちょう

長される場
ばめん

面に遭
そうぐう

遇する私
わたし

たちは注
ちゅうい

意が必
ひつよう

要。

８、イエス様
さま

やマリア様
さま

の美
うつく

しい像
ぞう

に憧
あこが

れる方
かた

がいると、首
くび

をかしげる。

９、私
わたし

の心
こころ

に差
さべ つ

別がある。根
ね

っこにある。誰
だれ

にもあるが気
き

づいていないということ。

10、アンケートの結
けっか

果として「教
きょうかい

会には障
しょうがいしゃ

害者はいません」と答
こた

えた教
きょうかい

会があった。

11、ハンセンの方
かた

と一
いっしょ

緒にミサしようとすれば絶
ぜったい

対にノーという方
かた

がいる。

12、カ障
しょうれん

連が立
た

ちあがった時
とき

は、教
きょうかいない

会内に差
さべ つ

別や偏
へんけん

見があるなかで皆
みな

さん始
はじ

めたと思
おも

う。それ

が今
いま

でも教
きょうかいない

会内にある。

13、まず教
きょうかい

会のなかで、どういった差
さべつ

別があるかを知
し

る必
ひつよう

要がある。

14、教
きょうかいない

会内における差
さべつ

別とはなにか？その解
かいしょう

消についての手
て び

引き書
しょ

を作
さくせい

成したい。

15、例
たと

えば、古
ふる

いお城
しろ

は文
ぶんかざい

化財だからエレベーター設
せっ ち

置をやらなくていいという法
ほうりつ

律があるよ

うだ。それが教
きょうかい

会に当
あ

てはまるのなら、それは小
しょうきょうく

教区で解
かいけつ

決すべき問
もんだい

題になると思
おも

う。その

辺
あた

りを加
かめいだんたい

盟団体があれば、そこから強
つよ

く要
ようぼう

望できる、そうすれば、もっと障
しょうがい

害のある方
かた

が

教
きょうかい

会に出
で

かけられる。

16、障
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

害者差別解消法を各
かくしょうちょう

省庁のサイトで確
かくにん

認すると、文
もんかしょう

科省では宗
しゅうきょうほうじん

教法人も適
てきよう

用されると書
か
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いてある。皆
みな

さん確
かくにん

認してください。

17、実
じっし

施したアンケートの整
せいり

理をして、横
よこはまたいかい

浜大会にもお出
だ

ししたが問
もんだい

題になったのは、教
きょうかいない

会内におけ

る情
じょうほうほしょう

報保障の対
たいおう

応である。

18、情
じょうほうほしょう

報保障だが、ろう者
しゃ

の方
かた

には手
しゅ わ

話がつけばいいと思
おも

っている人
ひと

がいる。しかし、手
しゅ わ

話と

一
いっしょ

緒に要
ようやくひっき

約筆記も必
ひつよう

要。難
むずか

しい言
こと ば

葉などは、必
かなら

ずろう者
しゃ

も両
りょうほうみ

方見ながら判
はんだん

断されている。

それから、視
しかくしょうがい

覚障害の方
かた

には音
おと

と点
てん じ

字が必
ひつよう

要。しかし、それだけだと思
おも

っている人
ひと

が多
おお

い

が、とても大
だい じ

事なことは知
ちてきしょうがい

的障害の方
かた

にわかりやすく短
みじか

く話
はなし

をすることも情
じょうほうほしょう

報保障。更
さら

に

発
はったつしょうがい

達障害の特
とく

に自
じへ い

閉スペクトラムの人
ひと

に、双
そうほうこう

方向の情
じょうほうほしょう

報保障をすることも必
ひつよう

要。

19、神
しんぷさま

父様が説
せっきょう

教をするのに、「手
しゅわつうやく

話通訳が気
き

になって説
せっきょう

教できないから後
うし

ろでやれ」と言
い

われた。

手
しゅわ

話を後
うし

ろでやったら意
い み

味がない。

20、教
きょうかい

会の中
なか

でも健
けんじょうしゃちゅうしん

常者中心に考
かんが

えて耳
みみ

を傾
かたむ

けていただけない。逆
ぎゃく

に神
しんぷさま

父様が手
しゅわつうやく

話通訳をやろ

うというと、頭
あたま

の固
かた

い信
しん と

徒が多
おお

く「なぜそんなことを？」と逆
ぎゃく

に神
しんぷさま

父様が責
せ

めつけられる

教
きょうかい

会もある。

21、健
けんじょうしゃ

常者も高
こうれいしゃ

齢者になるとほとんどは耳
みみ

が遠
とお

くなったり、目
め

が見
み

えなくなったり、足
あしこし

腰が立
た

たなくなっている。神
しんぷさま

父様の説
せっきょう

教が分
わ

からないと言
い

いながら、教
きょうかいいいんかい

会委員会もなかなかそれら

の対
たいおう

応を一
ひと

つの行
こうどう

動として動
うご

かない。そういう実
じったい

態が多
おお

いと思
おも

う。

22、消
しょうきょくてき

極的な障
しょうがいしゃ

害者がいることが問
もんだい

題、横
よこはまたいかい

浜大会の講
こうえんかい

演会で講
こう し

師の安
あさ か ゆ う ほ

積遊歩さんが、「おかしい

と思
おも

ったときには声
こえ

をあげていく必
ひつよう

要がある」という話
はなし

があったと思
おも

う。消
しょうきょくてき

極的なことが

問
もんだい

題で、おかしいと思
おも

ったら、私
わたし

たちが積
せっきょくてき

極的に声
こえ

を出
だ

さなければいけない。声
こえ

を上
あ

げるこ

とが必
ひつよう

要。

23、障
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

害者差別解消法は、宗
しゅうきょうこうい

教行為、司
しさ い

祭や教
きょうかい

会の役
やくいん

員が信
しんじゃ

者に差
さべつてき

別的な扱
あつか

いをしたときに

適
てきよう

用される。法
ほうりつ

律としてはその理
りかい

解で良
よ

い。更
さら

に私
わたし

たちは教
きょうかいない

会内の合
ごうりてきはいりょ

理的配慮の実
じったいはあく

体把握と

改
かいぜん

善を進
すす

めていきたい。

24、教
きょうかい

会の中
なか

で、ミサの完
かんぜんさんか

全参加ができる、そのように変
か

えていこう。それが地
ちい き

域・福
ふ く し

祉・

行
ぎょうせい

政も動
うご

かしていく契
けいき

機につながれば良
よ

い。

　以
いじょう

上、障
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

害者差別解消法の取
と

り組
く

みでは、法
ほう て き ぎ む

的義務や原
げんそくいじょう

則以上に、教
きょうかいない

会内の差
さべ つ

別・無
むかんしん

関心・

無
む し

視などを含
ふく

めて、ハード・ソフト・ハート面
めん

での合
ごうりてきはいりょ

理的配慮がどこまで整
ととの

っているか、これは

組
そしきてき

織的な課
かだい

題もありますが、信
しんと

徒の集
あつ

まる共
きょうどうたい

同体としての意
い し

思が問
もんだい

題ということになります。

　このテーマも結
けつろん

論を導
みちび

きだしてはいませんが、各
かくだんたいおよ

団体及びカ障
しょうれん

連で引
ひ

き続
つづ

き検
けんとう

討を進
すす

めていき、

教
きょうかいない

会内で使
つか

える障
しょうがいしゃさべつかいしょう

害者差別解消の手
てびきしょ

引書（案
あん

）が作
さくせ い で き

成出来るように、具
ぐたいてき

体的な行
こうどう

動を起
お

こしてい

きたいと考
かんが

えています。引
ひ

き続
つづ

きご協
きょうりょく

力をよろしくお願
ねが

い致
いた

します。
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日
にちじ

時：2019年
ねん

３月
がつ

22日
にち

（金
きん

）～

� 24日
か

（日
にち

）12時
じ

場
ばし ょ

所：聖
せいこうかい

公会ナザレ修
しゅうじょかい

女会（東
とうきょうきちじょうじ

京吉祥寺）

１�　加
かめいだんたい

盟団体との意
いけんこうかんかいかいさい

見交換会開催に当
あ

たって

の事
じ ぜ ん う

前打ち合
あ

わせ

①開
かいさいないよう

催内容、準
じゅんび

備、役
やくわりぶんたん

割分担の検
けんとう

討

②�特
とく

に第
だい

13期
きかつどうほうしん

活動方針の①全
ぜんこく

国の仲
なか ま

間を知
し

る②障
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

害者差別解消法の手
て び

引き作
さくせい

成をテー

マに各
かく

グループに分
わ

かれて検
けんとう

討してもらう

こととした。

２　長
ながさきたいかいじゅんびじょうきょう

崎大会準備状況について

①�２／ 28　江
えどかいちょう

戸会長と小
こいけじむきょくちょう

池事務局長が長
ながさき

崎

に行
い

ってカ障
しょうれん

連の全
ぜんこくたいかいかいさい

国大会開催に当
あ

たって

の基
きほんほうしん

本方針の説
せつめい

明を行
おこな

った。

②�その中
なか

の一
ひと

つが長
ながさき

崎から役
やくいんかい

員会に毎
まいかいさんか

回参加

して頂
いただ

き、今
こんご

後もコミュニケーションを深
ふか

めていくことをお願
ねが

いし、今
こんかい

回から代
だいひょう

表が

参
さん か

加して頂
いただ

くことが出
で き

来た。

③�長
ながさき

崎の代
だいひょう

表から現
げんざい

在の状
じょうきょう

況と今
こん ご

後の進
すす

め方
かた

についての説
せつめい

明を受
う

ける。

３�　今
こと し

年フランシスコ教
きょうこうさま

皇様の来
らいにち

日に合
あ

わせ

てカ障
しょうれん

連としての対
たいおう

応

①�２／１付
づ

けで日
にほんしきょうだん

本司教団へ「障
しょうがいしゃ

害者のため

のミサ」の開
かいさい

催の要
ようぼうしょ

望書を提
ていしゅつ

出。

②�今
こん ご

後の司
しきょうだん

教団からの回
かいとう

答や状
じょうきょう

況を把
はあ く

握して

具
ぐたいてき

体的に「障
しょうがいしゃ

害者のためのミサ」を開
かいさい

催し

て頂
いただ

けるよう、事
じ ぜ ん

前に具
ぐたいてき

体的な要
ようぼうしょ

望書を

作
さくせいそうふ

成送付し、タイミングをみて再
さいどはたら

度働きか

けていくこととした。

③�教
きょうこうさま

皇様の日
にってい

程が確
かくてい

定していないので何
なん

とも

言
い

えないが、秋
あき

の役
やくいんかい

員会の日
にっていへんこう

程変更の検
けんとう

討

を行
おこな

った。

④�秋
あき

の役
やくいんかいじ

員会時に研
けんしゅう

修セミナーを開
かいさいよてい

催予定で

あったが、来
らいねんはる

年春の東
とうきょう

京での役
やくいんかいじ

員会時に

加
かめいだんたい

盟団体の意
いけんこうかんかい

見交換会と併
あわ

せて研
けんしゅう

修セミナ

ーを開
かいさい

催することで加
かめいだんたい

盟団体の皆
みな

さんも

参
さんか

加して頂
いただ

けるよう検
けんとう

討を進
すす

めていくこと

になった。

４　加
かめいだんたいいけんこうかんかい

盟団体意見交換会

①�３ ／ 21（ 土
ど

）10：00 ～ 17：00ま で

意
いけんこうかん

見交換を行
おこな

い、17：00 ～ 19：00まで

交
こうりゅうかいかいさい

流会開催。

②�今
こんねんど

年度から午
ごぜんちゅう

前中から開
かい し

始、各
かくかめいだんたい

加盟団体

の2018年
ね ん ど

度の活
かつどうほうこく

動報告と2019年
ね ん ど

度の

活
かつどうけいか

動経過の報
ほうこく

告を中
ちゅうしん

心に行
おこな

われた。

③�午
ご ご

後は５グループに分
わ

かれて全
ぜんこく

国の仲
なかま

間を

知
し

るためにはどうしたら良
よ

いか検
けんとう

討し、そ

の結
けっか

果を発
はっぴょう

表された。

④�障
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

害者差別解消法の手
て び

引き作
さくせい

成のプロジェ

クトメンバーに加
かめいだんたい

盟団体にも参
さんか

加して欲
ほ

し

いので後
ごじつ

日お願
ねが

いすることになった。

⑤�加
かめいだんかにゅうきぼうだんたい

盟団加入希望団体として２団
だんたい

体、①吃
きつおん

音

の会
かい

②さいたまオリーブの会
かい

がオブザーバ

ーとして参
さんか

加して頂
いただ

いた。

⑥�加
かめいだんたいかにゅう

盟団体加入のための手
てびきしょとう

引書等の作
さくせい

成を

検
けんとう

討することとした。

５�　次
じかいやくいんかい

回役員会は大
おおさかたからづかもくそう

阪宝塚黙想の女
じょししゅうどういん

子修道院

第
だい

13期
き

　第
だい

２回
かいやくいんかい

役員会・加
かめいだんたいいけんこうかんかいほうこく

盟団体意見交換会報告
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で６／ 29（土
ど

）～ 30（日
にち

）で開
かいさいよてい

催予定

・�「障
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

害者差別解消法」の手
てびきしょ

引書とパンフ作
さくせい

成

を諮
はか

り、日
にほんしきょうだん

本司教団の社
しゃかいしきょういいんかいめい

会司教委員会名で

発
はっこう

行できるように交
こうしょう

渉する。

★今
こんご

後の役
やくいんかいにってい

員会日程

日
にってい

程：９月
がつ

21日
にち

（土
ど

）～ 22日
にち

（日
にち

）

場
ばし ょ

所：南
なんざんがくえんけんしゅう

山学園研修センター（名
な ご や

古屋）

　　　研
けんしゅう

修セミナーなし

★機
き か ん し

関紙「わ」発
はっこうよてい

行予定

86号
ごう

　2019年
ねん

　５月
がつ

　予
よて い

定

87号
ごう

　2019年
ねん

　11月
がつ

　予
よて い

定

　前
ぜんかい

回85号
ごうけいさい

掲載「第
だい

13期
きかいけいよさんひょう

会計予算表」

の収
しゅうにゅう

入「カ障
しょうれん

連を支
ささ

える会
かい

」としての

予
よさ ん

算、正
ただ

しくは2,400,000と訂
ていせい

正いたし

ます。合
ごうけいきんがくとう

計金額等の変
へんこう

更はありません。

　間
まちが

違いお詫
わ

びとともに「支
ささ

える会
かい

」へ

の一
いっそう

層のご協
きょうりょく

力をお願
ねが

いいたします。

聖
せいこうかい

公会ナザレ修
しゅうじょかい

女会　聖
せいどう

堂

二
〇
一
九
年
五
月
二
十
八
日
発
行
（
毎
週
火
曜
日
）
Ａ
Ｊ
Ｕ
増
刊
一
三
四
八
〇
号　

発
行
所　

東
海
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
―
六
―
四
三　

み
こ
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
四
Ｆ　

低
料
第
三
種
郵
便
物
承
認　

定
価
一
〇
〇
円

日
に

本
ほん

カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会会
かいほう

報「わ」

事
じ

務
む

局
きょく

：〒466-0037　名
な ご や し

古屋市昭
しょうわく

和区恵
えほ う

方町
ちょう

2-15

　　　　　Tel：052-852-1426　fax：052-852-1422

郵
ゆうびんきょく

便局振
ふりかえ

替口
こう ざ

座番
ばんごう

号：0 0 1 0 0 - 7 - 3 1 2 5 4（同
どうふう

封の振
ふりこみ

込用
よう し

紙をご利
りよう

用ください）

会
かい

　　費
ひ

：年
ねんかん

間１口
くち

　1,000円
えん

（団
だんたい

体　10口
くち

以
いじょう

上　個
こじ ん

人　１口
くち

以
いじょう

上）

加
かにゅうしゃ

入者名
めい

：日
に

本
ほん

カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会
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